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【問題】
　次の①～⑤の化学変化のうち，下線の化合物が酸化剤として作用しているものを一つ選べ。

①　クロム酸カリウム水溶液に硫酸を加えると，橙赤色になる。

②　硫酸酸性の過マンガン酸カリウム水溶液に過酸化水素水を加えると，赤紫色が消える。
③　硫酸銅(Ⅱ)水溶液にアンモニア水を過剰に加えると，深青色になる。
④　硫化水素の水溶液に二酸化硫黄を通じると，白濁する。
⑤　硫酸酸性のヨウ化カリウム水溶液に過酸化水素水を加えると，褐色になる。
【正解】

④　硫化水素の水溶液に二酸化硫黄を通じると，白濁する。
【解説】

　酸化剤は，別の物質を酸化している物質です。相手の酸化数が増加する代わりに，酸化剤自身の酸化数は減少します（還元される）。
①　２CrO42－　＋　２H＋　→　Cr2O72－　＋　H2O

（または，２K2CrO4　＋　H2SO4　→　K2Cr2O7　＋　H2O　＋　K2SO4）

K　：　＋1　→　＋1　（変化なし）

Cr　：　＋6　→　＋6　（変化なし）
O　：　－2　→　－2　（変化なし）

　酸化数が変化していないので，酸化還元反応ではありません。

②　２MnO4－　＋　５H2O2　＋　６H＋　→　２Mn2＋　＋　５O2　＋　８H2O

（または，２KMnO4　＋　５H2O2　＋　３H2SO4
　　　　　　　　　→　２MnSO4　＋　５O2　＋　８H2O　＋　２MnSO4）

H　：　＋1　→　＋1（変化なし）
O　：　－1　→　0（増加）
　酸素原子の酸化数が増加しているので，過酸化水素は「還元剤」として働いています。

③　Cu2＋　＋　４NH3　→　[Cu(NH3)4]2＋
（または，CuSO4　＋　４NH3　→　[Cu(NH3)4]SO4）

N　：　－3　→　－3（変化なし）
H　：　＋1　→　＋1（変化なし）
酸化数が変化していないので，酸化還元反応ではありません。
④　２H2S　＋　SO2　→　３S　＋　２H2O

S　：　＋4　→　0（減少）

O　：　－2　→　－2（変化なし）

　硫黄原子の酸化数が減少しているので，二酸化硫黄は「酸化剤」として働いています。

⑤　２I－　＋　H2O2　＋　２H＋　→　I2　＋　２H2O

（または，２KI　＋　H2O2　＋　H2SO4　→　I2　＋　２H2O　＋　K2SO4）

K　：　＋1　→　＋1（変化なし）

I　：　－1　→　0（増加）

　ヨウ素原子の酸化数が増加しているので，ヨウ化カリウムは「還元剤」として働いています。
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